
平成22 年12 月　（�）� 第162号議会だより　はこね

契　
　

約 
◎
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　

第
２
号
公
共
下
水
道
事
業
ポ

ン
プ
場
等
電
気
設
備
改
築
工
事

請
負
契
約
を
株
式
会
社
東
芝 

首
都
圏
南
支
社
と
２
億
475
万
円

で
締
結
す
る
こ
と
つ
い
て
可
決

し
ま
し
た
。

�

（
賛
成
多
数
）

 

認　
　

定

◎
町
道
路
線
の
認
定

 

こ
の
議
案
は
住
民
の
利
便
性

の
向
上
と
快
適
な
生
活
環
境
を

確
保
す
る
と
と
も
に
、
周
辺
の

土
地
利
用
を
図
る
た
め
提
出
さ

れ
た
も
の
で
、
教
育
福
祉
環
境

常
任
委
員
会
に
会
期
中
の
審
査

と
し
て
付
託
さ
れ
、
審
査
の
結

果
、
原
案
の
と
お
り
認
定
さ
れ

ま
し
た
。

�

（
全
員
賛
成
）

 

人　
　

事

◎
固
定
資
産
評
価
委
員
会
委
員

の
選
任

　

小
嶋
章
司
さ
ん
（
宮
城
野

６
４
１
番
地
）
を
引
き
続
き
、

選
任
す
る
こ
と
に
つ
い
て
同
意

し
ま
し
た
。

�

（
全
員
賛
成
）

◎
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　

小
林
恭
一
さ
ん
（
平
塚
市

虹
ヶ
浜
14
番
５
号
）
と
菅
井
清

登
さ
ん
（
元
箱
根
69
番
地
）
を

引
き
続
き
、
任
命
す
る
こ
と
に

同
意
し
ま
し
た
。

�

（
全
員
賛
成
）

 
規
約
変
更

◎
神
奈
川
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
規
約
の
変
更

　

神
奈
川
県
の
区
域
内
の
全
市

町
村
の
負
担
金
の
う
ち
共
通
経

費
に
お
け
る
均
等
割
の
負
担
割

合
に
つ
い
て
変
更
が
必
要
と
認

め
ら
れ
る
た
め
、
地
方
自
治
法

（
昭
和
22
年
法
律
第
67
号
）
第

291
条
の
３
第
３
項
の
規
定
に
よ

り
、
神
奈
川
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
規
約
を
一
部
変
更

す
る
こ
と
に
つ
い
て
可
決
し
ま

し
た
。

�

（
賛
成
多
数
）

 

選　
　

挙

◎
選
挙
管
理
委
員
会
お
よ
び
同

補
充
員
の
選
挙

　

指
名
推
薦
に
よ
り
、
次
の

方
々
が
当
選
し
ま
し
た
。

▽
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

　

勝
亦
秀
一
さ
ん(

仙
石
原
９

８
１)

　

安
藤
英
夫
さ
ん(

大
平
台
４

０
０)

　

〆
木
一
壽
さ
ん
（
箱
根
１
９

８
）

　

水
田
昭
三
さ
ん
（
湯
本
茶
屋

19
）

▽
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
補
充

委
員

　

清
野
正
子
さ
ん
（
宮
城
野
１

２
８
）

　

大
場
脩
一
さ
ん
（
底
倉
２
４

１
）

　

鈴
木
英
雄
さ
ん
（
仙
石
原
１

２
４
６
）

　

松
井
大
吉
さ
ん
（
箱
根
２
３

０
）

◎
議
員
の
派
遣

　

町
議
会
会
議
規
則
の
規
定
に

よ
り
、
次
の
２
件
を
議
決
し
ま

し
た
。

１　

足
柄
下
郡
議
長
会
全
議
員

研
修
会

（
10
月
29
日
／
真
鶴
町
・
全
員
）

２　

神
奈
川
県
町
村
議
会
議
長

会
・
町
村
議
会
議
員
研
修
会

（
11
月
24
日
／
大
井
町
・
全
員
）

〈
報
告
案
件
〉

◎
財
政
の
健
全
化
判
断
比
率
等

 

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健

全
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
19

年
法
律
第
94
号
）
第
３
条
第
１

項
及
び
第
22
条
第
１
項
の
規
定

に
よ
り
、
実
質
赤
字
比
率
、
連

結
実
質
赤
字
比
率
、
実
質
公
債

費
比
率
、
将
来
負
担
比
率
及
び

公
営
企
業
の
資
金
不
足
比
率
に

つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
健
全
化
判

断
比
率
報
告
書
及
び
資
金
不
足

比
率
報
告
書
の
と
お
り
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

 　

町
議
会
10
月
臨
時
会
は
、
10

月
21
日
に
開
催
さ
れ
、
次
の
議

案
の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

補
正
予
算 

◎
平
成
22
年
度
箱
根
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　

歳
入
歳
出
か
ら
300
万
円
を
減

額
し
、
総
額
は
、
90
億
113
万
9,000

円
に
す
る
こ
と
に
つ
い
て
可
決

し
ま
し
た
。

�

（
賛
成
多
数
）

　 　

町
議
会
11
月
臨
時
会
は
、
11

月
24
日
に
開
催
さ
れ
、
次
の
議

案
の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

条　
　

例

◎
箱
根
町
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
等
の
一
部
改
正

 

人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
、
国

家
公
務
員
の
一
般
職
の
職
員
の

給
与
に
関
す
る
法
律
の
一
部
が

改
正
さ
れ
、
給
料
表
や
期
末
手

当
、
勤
勉
手
当
の
支
給
割
合
等

の
改
定
が
行
わ
れ
る
た
め
、
職

員
の
給
与
に
つ
い
て
も
、
こ
れ

に
準
じ
た
措
置
を
講
じ
る
必
要

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
行
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ

い
て
可
決
し
ま
し
た
。

�

（
賛
成
多
数
）

◎
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

 

人
事
院
勧
告
に
準
じ
て
、
一

般
職
の
職
員
の
期
末
手
当
及
び

勤
勉
手
当
に
つ
い
て
支
給
率
を

引
き
下
げ
る
こ
と
に
伴
い
、
特

別
職
の
職
員
の
期
末
手
当
に
つ

い
て
も
同
様
の
措
置
を
講
じ
る

必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
行

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と

に
つ
い
て
可
決
し
ま
し
た
。

�

（
全
員
賛
成
）

◎
箱
根
町
議
会
議
員
の
議
員
報

酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

　

人
事
院
勧
告
に
準
じ
て
、
一

般
職
の
職
員
の
期
末
手
当
及
び

勤
勉
手
当
に
つ
い
て
支
給
率
を

引
き
下
げ
る
こ
と
に
伴
い
、
議

会
議
員
の
期
末
手
当
に
つ
い
て

も
同
様
の
措
置
を
講
じ
る
必
要

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
行
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ

い
て
可
決
し
ま
し
た
。

�

（
全
員
賛
成
）

箱
根
町
議
会

10
月
臨
時
会

箱
根
町
議
会

11
月
臨
時
会


